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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は BR(KL→π0νν)の上限値を KEK E391a の 1/300 である 1×10－10まで下げることを目的

としている。 

目標達成向けて、ビームハロー中性子による背景事象の抑制に大きな進展があった。特に、CsI カロ

リメータの前面に MPPC を取り付け、後面の光電子増倍管(PMT)との時間差を測定することで中性子

による背景事象を 1/35 にまで除去できたことは特筆に値する。これは将来に向けての更なる改善が期

待できるという意味でも重要である。また、機械学習を活用した解析など、更なる改良の手法が複数提

示されている。ただし、J-PARC30GeV 陽子加速器の電源の入れ替えが当初の計画どおり早期に行われ

なかったことにも起因して、この研究計画で達成可能な  BR(KL→π0νν)の上限値は、事象が観測さ

れない場合でも目標の約４倍程度に留まると予想される。 


